
九州の鉱工業生産動向
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［基調判断］…………在庫調整が進展しており、持ち直しで推移している

２００９年７月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、在庫調整などが進展しており、前月比

１．７％上昇し５ヵ月連続で前月実績を上回りました。九州地区の生産には全国を上回る勢いで持ち直

しの動きがみられます。

［業種別動向］…………一般機械工業、食料品・たばこ工業、鉄鋼業な
どが上昇

鉱工業生産指数の前月比１．７％上昇について、業種別に寄与度を見ると、電子部品・デバイス、輸

送機械などでマイナスになったものの、半導体製造装置やビール・清涼飲料の需要が堅調だったこと

などから、一般機械、食料品・たばこなど全１７業種中１０業種でプラスとなりました。

九 州経済動向
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福岡県の最近の経済動向
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（出所）九州経済産業局

［福岡県の景気］……………生産活動では、持ち直しの動き

福岡県の景気は、厳しい情勢にあるものの、回復の兆しが出てきています。

生産活動は、多くの業種で持ち直しの動きが見られ、総合指数は４ヵ月連続で上昇しました。また、

企業倒産も件数、負債総額ともに減少しました。

しかしながら消費は依然として生活防衛意識が強く、大型小売店販売額は前年を下回っています。

また、住宅投資や公共投資でも前年を下回りました。

［生産活動］……………総合指数は４ヵ月連続で上昇

６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、基幹産業である自動車や鉄鋼などで減産幅

を緩和したことなどの影響で、総合指数は８０．０と、

前月比０．４ポイント上昇しました。

総合指数の上昇は４ヵ月連続となり、生産活動

は持ち直しているといえます。

主要業種では、鉄鋼は前月比４．４％、輸送機械

は前月比２．６％上昇しましたが、一般機械は前月

比▲９．４％、化学は前月比▲１３．６％と減少しまし

た。

［大型小売店］……………百貨店、スーパーともに前年割れ

百貨店では、夏のバーゲンセールが不調だった

ことや、セールの前倒しによる反動減もあり、衣

料品などを中心に販売額が落ち込んでいます。さ

らに、豪雨や長雨など天候不順が追い打ちをかけ

た格好になり、前年同月比１４．０％減と大幅な減少

となりました。

またスーパーでも、消費者の節約志向が継続し、

商品単価が下落傾向にあることなどから、前年比

２．５％減少しました。

トータルでは前年比８．３％減の６１３億円となり、

依然として消費者の生活防衛意識が強いといえま

す。

福岡県経済動向
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福岡県

［住宅建設］……………貸家・分譲の減少が著しく８ヵ月連続の前年割れ

７月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比

１２．０％減の８２６戸、貸家で同６３．９％減の１，０５０戸、

分譲で同５７．１％減の３９７戸となり、全体では同

５２．７％減の２，２７６戸となりました。

前年同月と比較すると貸家・分譲の着工が著し

く減少しています。所得環境の悪化で不動産購入

意欲が低下していることや、在庫処分を優先させ

る業者の動向が影響しているためと考えられます。

［公共工事］……………件数は増加、請負金額は減少

７月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比１１．９％増の８９５件、金額が同

２．０％減の３８７億円と、件数は増加したものの、請

負金額は前年を下回りました。

発注者別では「国」「都道府県」「市町村」など

で、前年同月比を下回りましたが、北九州ＰＣＢ

廃棄物処理施設の大型工事の発注があったため、

「独立行政法人等」で前年同月比７．１％増となり

ました。

［企業倒産］……………倒産件数、負債総額ともに減少

８月の福岡県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数は前年比２５％減少の３３件、負債総額

は同９３．３％減の１９億円でした。中小企業の資金繰

りを支援する緊急保証制度が機能しているといえ

ます。

経済動向

福岡県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

福岡県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

福岡県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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熊本県の最近の経済動向
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熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）熊本県
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（出所）九州経済産業局

［熊本県の景気］……………生産活動に回復の動きがみられる

生産面では、電子部品・デバイスや一般機械などが上昇し、総合指数は前月比増加しました。所得

環境の悪化などにより個人消費や住宅建設全体は低調な状態が続いていますが、貸家は前月比で増加

の動きをみせるなど明るい材料もみられます。公共工事が増加して景気を下支えするなか、企業倒産

は低水準で推移しています。

［生産活動］……………電子部品・デバイスや一般機械などの増産によ
り、総合指数は上昇

６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は７９．０と前月比２．１％上昇しまし

た。

二輪車の生産減少により輸送機械は低下したも

のの、集積回路の増産により電子部品・デバイス

や、一般機械が上昇したため総合指数は２ヵ月ぶ

りに上昇しました。

［大型小売店］……………冷夏・長雨の影響により前年比８．３％減

７月の県内大型小売店販売高は、雇用者所得の

減少などで消費者の節約志向が強まるなか、前年

比８．３％減の１５９億円と前年実績を下回りました。

アイテム別では、冷夏・長雨の影響で衣料品と

ともに飲食料品も落ち込み、全体の減少幅を広げ

ました。

熊本県経済動向
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熊本県経済動向

［住宅建設］……………持家や分譲など低調で前年比マイナス

７月の新設住宅着工戸数は、全体では前年比

６．８％減の９２５戸と、２ヵ月ぶりに前年を下回りま

した。持家で前年比７．６％減の５２８戸、分譲は同

１４．０％減の４３戸、貸家は５．５％減の５２８戸となりま

した。ただし、昨年末以来、低調だった貸家は前

月比増加するなど、復調の動きもみられます。

［公共工事］……………件数、請負金額ともに大幅に増加

７月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比２７．２％増の５９０件、金額が同３２．２％

増の１６５億円と、件数、請負金額ともに前年同月

を大幅に上回りました。

発注者別の請負金額をみると、九州新幹線に加

えて熊本大学病院関連の工事などで「独立行政法

人等」は前年比３．６倍に急増したほか、「国」、「県」、

「その他」でも積極的な発注で前年を上回りまし

た。

［企業倒産］……………件数、負債総額ともに低水準

７月の熊本県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比６５．０％減の７件、負債総額

が同２０．０％減の３１億１，２００万円となりました。負

債額２０億円超の倒産が海運業で１件発生しました

が、それを含めても緊急融資制度の効果などによ

り、前年に比べて、件数、負債総額ともに低水準

で推移しています。

熊本県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

熊本県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

熊本県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ

25FFG調査月報 2009年10月



長崎県の最近の経済動向
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長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２０００年＝１００）

（出所）長崎県
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（出所）九州経済産業局

［長崎県の景気］…………生産活動の持ち直し傾向続く

生産面では、電子部品・デバイスの大幅増加などにより、鉱工業生産総合指数は３ヵ月連続で前月

比プラスとなりました。大型小売店販売額は前年割れが続き、住宅投資の動きは弱いものの、公共工

事は県や市町の前倒し発注に加え、国からの発注増で急増し、企業倒産は低水準で推移しています。

［生産活動］……………電子部品・デバイスや一般機械などが寄与し、
総合指数は上昇

６月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は前月比２０．１％上昇し１０９．８とな

りました。

半導体やシリコンウエハの増産により電子部

品・デバイスが大幅に上昇するなど、食料品・た

ばこを除く主要業種で上昇し、総合指数は３ヵ月

連続で上昇しました。

［大型小売店］……………冷夏・長雨の影響で夏物商品振るわず

７月の県内大型小売店販売高は、消費者の節約

志向に加え、冷夏・長雨の天候不順で、前年比

７．６％減の１１０億円となりました。

アイテム別にみると、夏物衣料のほか、パラソ

ル、ＵＶ帽子など、夏物商品の売れ行きが鈍く、

全体を押し下げました。飲食料品も前年比マイナ

スとなりましたが、落ち込み幅は小さく、業態別

で百貨店の売上は前年比９．７％減、スーパーは同

６．４％減となっています。

長崎県経済動向
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長崎県経済動向

［住宅建設］……………全体的に低調で前年比２１．０％減

７月の新設住宅着工戸数は、持家で前年比５．２％

減の１９９戸、貸家では同２５．０％減の１４７戸、分譲で

同７３．５％減の１３戸となりました。全ての種類で前

年比マイナスとなり、全体での実績も同２１．０％減

の３６１戸と、２ヵ月連続の減少となりました。

［公共工事］……………全発注者とも大幅増加し、請負金額は前年比約
２倍

７月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年比４５．８％増の５８３件、金額が同９７．６％

増の２４５億円と、件数、請負金額とも前年比大幅

に増加しました。

発注者別の請負金額をみると、全ての発注者に

おいて前年同月を大幅に上回りました。特に「国」

では米軍関連、「県」では井持浦トンネル、「市町」

では佐世保市教育センターなどの工事が発注され、

請負金額は増加しました。

［企業倒産］……………件数、負債総額ともに低水準で推移

７月の長崎県の企業倒産（負債額１，０００万円以

上）は、件数が前年比２６．７％減の１１件、負債総額

が同８６．５％減の７億２，５００万円となりました。４

月以降、公共工事の前倒し発注効果などもあり、

件数、負債総額ともに低水準で推移しています。

長崎県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

長崎県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

長崎県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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